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１．顕在化ステージの目的

本研究では、物質・材料研究機構が開発している量産性に優れた有機金属化学堆積法（ＭＯＣＶＤ）によるＺｎＯ

薄膜成長技術と、三菱化学株式会社が有する高品質基板製造技術とを融合させることによって、発光デバイス開

発を目標にＭＯＣＶＤによるＺｎＯ薄膜品質の向上とｐ型伝導に向けた要素技術を開発することを目的とした。

２．成果の概要 ※研究実施者の完了報告書より抜粋

○大学の研究成果

独立行政法人物質・材料研究機構の研究グループでは紫外線発光デバイスの開発に向けて有機金属化学堆積

法（ＭＯＣＶＤ）によるＺｎＯ薄膜の成長について検討を行ってきた。ＭＯＣＶＤ法によるＺｎＯ薄膜の２次元成長を実

現して高品質化の方向について明らかにした。また、ｐ型伝導に向けてドーパントである N の導入方法を開発し

た。これらの成果をもとにＺｎＯ：Ｎ／ＺｎＯ積層構造から発光デバイスの開発を検討している。

○企業の研究成果

三菱化学株式会社で開発した高品質酸化亜鉛基板を、本研究に提供し、独立行政法人物質・材料研究機構でＭ

ＯＣＶＤ成長の成長を行った。酸化亜鉛基板上の成長は、基板表面の安定性等から、サファイア基板上の成長と

は異なる成長条件を選択する必要があり、今後の課題が明らかとなった。

３．総合所見

概ね期待通りの成果が得られ、イノベーション創出が期待される。学側のMOCVD-ZnO薄膜成長研究で、結晶性

向上、新たな P 型化 N 導入法による N 濃度向上、ZnO:N/ZnO 積層構造の発光デバイスに、進展が見られるとと

もに、産の MOCVD 向け ZnO 下地基板の高性能化検討が協力して行われ、次につながる課題抽出、知見が得ら

れた。本研究のプロセス・デバイスの特許も出願された。今後の計画も具体的であり、次のステージへの研究展

開、進展が期待される。


